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●入会について

入会ご希望の方は、 上記の幹事会員・小野行雄

または登見洋 一 までご連絡ください。

年会費：個人3,000円、 法人10,000円

学生1,500円

●投稿原稿は原則として鷲見洋一 にお送りください。

日時計カタログ情報は沖允人にお送りください n

（表紙の写真）本誌p. 13をご覧ください。

（裏表紙の写真）浣賀県多賀町ダイニックアストロパ

ーク内にあるアナレマチック日時計。 後藤晶男氏に
よる設計。
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しく取り上げてあるのですが、 その出所も不明であ
り、 日本で作られた西洋伝説の可能性も否定できま
せんc

歴史の記述にはある種の解釈、 場合によっては単
なる感想が入り込み、 それが後になって歴史上の事
実であるかのように一 人歩きすることがあります。
私にはシャルル5世の話も、 また先生のおっしゃる
Jレイ1 6世の話も如何にも後世に作られた落語の落
し話のような気がいたしました。 無学な熊さん八つ

あんが大家さんに向かって訳を尋ねると、 大家さん
はもっともらしい作り話をして熊さん八つあんを納
得させる類の話です。 率直に申し上げて私にも分か
らないところが多く、 できれば機械時計分野の方で
この件に詳しい方がいれば是非お話を伺いたいと考
えています。

ロー マの長く安定した帝国の運営の中で、 ロー マ
数字が重要な役割を果たしたであろう事は容易に想
像ができます。 とりわけ建築、 適路、 灌漑、 上下水
道等々などの科学技術、 あるいは広範な地域におけ
る商業活動や国庫財政の管理など、 数字の表記が欠
かせません。 しかしロー マ数字の表記法が統 一され
たという証拠は何もなく、 それぞれの分野でそれぞ
れに表記が工夫され、 改廃され、 共有されしたりし
ながらヨ ー ロッパ中世に至ったというのが真相のよ
うです。 国家の枠の中での表記の統 一、 あるいは国
際条約による表記の統 ー など、 いわゆる正書法とい
う観念は、 如何にも近代国家の所行にすぎない、 と
いうことだと思います。

お手紙の中の伊藤俊太郎先生が「とにかく IHI の
字の方がオリジナルな字体であって、 Wの字は中世

編集後記 Editor's Notes 

●別紙ご案内のとおり、 今年の日本日時計の会総
会は11月12日 ・ 13日に奈良で行うことになりました。

「時の資料館」を起点にして、 近辺の日時計などを
見学する予定です。 他の関連団体にも声をかけてあ
りますので、 多人数になることが予想されます。 行
き届かぬ面がありましたらご容赦願います。

●同封の郵便振替用紙で、 2 0 0 5年度の会費納
入をお願いします。 個人3000円、 法人10000円です。
会長の発案により、 学生会員を会毀1500円で募るこ
とといたします。 ご了解をお願いいたします。

になって初めて現れたものである」と言われている
ようですが、 ジョルジュ ・ イフラ ー 「数字の歴史」
平凡社p. 108によると、 紀元前のロー マ共和政時代
のラテン碑文の中にWが用いられていることが記
されており、 必ずしも中世になって初めて現れたも
のではないようです。 ただこのような減算Iレ ー ルに
よる表記は、 碑文の表記に限られているとしていま
す。 減算ル ー ルによる表記は算術計算には不向きの
ためではないかと思われます。

本年の4月に訪れたエジンバラ城に近い教会の大
時計もWを用いているのを目撃しましたが、 機械
時計のロー マ数字がイギリスの中で 一 般にどのよう
に用いられているのか残念ながら資料がありません。
------- (以下略）一-----

ビッグベンの写真を掲載したかったのですが、 IV
を明瞭に確認できる写真が、 本会会員から入手出来
ませんでした。 ビッグベンの近辺で撮影する場合で
も、 文字盤の大写しには、 やはり強力な望遠レンズ
が必要のようです。

写真集「ヨ ー ロッパの時計台」向田直幹p. 28に
ビッグベンの時計の文字盤の大写しが掲載されてい

ます。
機械時計に用いられるロー マ数字としては IIII が

主流であることは明らかですが、 日時計に用いる場
合はさてどうしたも のか。 会員諸賢の判断にお任せ
することといたします。（編者）

●現在、 小中学生向きに「日時計をつくろう」
と題し た入門冊子を小野 ・ 紫見により編集中です。

●今回の「ひどけい」は、 記事が少ないのですが、
総会のご案内と併せてお送りするため、 編集するこ

とといたしました。 会員のみなさんには、 ご投稿を
お願いいたします。
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